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俵IC攻に之より弓乱.周密盃旬も犀味 0.4mmの由

地雷管盃を位相し,之に三味爆勤を極砂く0.02gを

500kg/cn=の巌カにて蜘 せる雷管 を迫にし上と同

様起黄塵壁綿 を行ひたるに盛に盆感となれり｡代穀

的紬 結果を国9NO.3.4.5に表す｡此の場合臨界

爆姑に放て感壁曲録に引けろ切塊よりSの位を求む

れば規なせる如く盛度特軌ま2となる｡

軒ち串丑に依りSの位は宅封bL重畳多い程Sの伍

は大となる｡侍雷管の場合にも理論式と背馳庇は良 く

合疫する番を砲奴せり｡

TT爆嚢道連感度試敦

参考の屠曝範に封する底共感度耗晩成宅削こ付感触

詮式の蓮用を試みたり｡萌見好士のチH)-ルに陳す

る官監撞具を使用せり｡

EPち厚味 O.Oltnm直鎚 10mm の錫盃にテトクー

ル 0.08gを 25kg/cm2に出持せるものを拭鞍とし.

充足 2.8別kgの庶控を落下せしめ,盈火車をまめた

る成塔を同10に戻す｡ 陪界爆執ま35.0cm にして

感酸曲操に引ける切税より S の値を求むれは壇めて

大きく4である｡

Ⅶ 費用感度席巻の味吟

以上隻数より淡めたる饗用感度係数を皆的せば蓑 1

.の如し｡

前途の郷 に関する蟹魚の着果起爆窮が曇火す

る持合には,衝撃のエネルギーを受けて結晶故墳せら

れ,爆車中心形成され,臥 ･て遜鏡反感に俵bイ腔 反

麿は急激に進行し,爆矧 こ至るものと推定せらる をゝ

hjでお陳 の各社子は揮撃を受ける状況に依 り.虚匿

に豊泉を生ずる理にして痛撃を直慈受ける環,盛酸は

敦盛にトで,(7)カ ニ放けるこEは E に近づく串と

なるB即ち Sの掛 t小さくなる賃である｡

今的蛙感度紬 を見るに火勢は粒子小なる白色種紗

の間に胡まれたろ粕 に放て,落鐘の田野を受ける畠

晃充分なる節撃力の局瞳めて讃火L易 くなり,徒て管

用感度係 S軌 ま正壊感度拭敦よ0'J､さく衷l羊れろ布

となる｡即ち直轟感度鰭 に放てはSは 1又は2な

るに封し,直轟感蛮地 に放ては 2-4である｡

又同一穣類の火窮を位相せる場合には窮丑が多い琵

火薬の故境に飴分のzzlネルギーを必醇とする馬 Sは

大となる｡包lち開演感度拭敦に於て 2.【伽kg!czが に

鮎鞄せる胃乗に封し一個の試軒0.02gの場合はS-2

ならも.0.04gの時には Sは桝 して3となる｡叉

雷管の場合に裁ても同様にして苑丑0.02gの場合は

S-2なれども,弱虫を埼血して 0.10gとせは'S=4

と増大す｡比の場合拭科の直矧ま同一なるを似て重畳

の埠加は雛苗の増加を来す論究所感 エネルギー火とな

り,従って Sは大となり上述の仮定は正しき都を砥

証せちる｡

血 の籍束より官用感度係数S は火葉の柾研,秦

畳鰯 方法によJ)壁化すれども,雅兄姐二組 方法

を漫定せば同一理歯式にて感度曲故を糞はす布を待碇I
て酷界感染を求むitは火毎朝の岳箆を比較する串可晩

にして感兜を知る上蛙濃 も確守なる方法である｡

三碑酸ニトロイソブチルグyセtJンに噺 る研究
(昭 和 23年 10月 ltl実 現)

.斎 藤 漉

(題辞額晶工藻凍布許究IW･)

H Eil iii三耶癖 ニトt'イソブチル〆,)七.jyはニトt7〆.).tI)
.)･/QT'代用品として周知の願 である｡Stettba

血erの研究に依jL

Iヂ,政の爆輩は恵曝集で容易に塾爆され安廷髭も良

好で,;い7g'1)七T)yよtI猿虎夫で,港暮)ComtnercialSolventCrop･New
YorkN.E.U.S.A.に於て各葡ニト

7..1ラブインがエ襲集晶イセされている○ 一化

合物として(蛸 弘の店薬であると烏笥しているB原帝 王トt7メタl/

は合成困帯であったが,Z932年頃より米国の ZLB
.Hass⊥正に依り,庶幾 ′ヾ97イン頬の采相

硝化反腰の研究が行は九着るしい成果を寧･●げ三日7Jタンの



脊惑 ; 三朝 哲 い'イyブチルg'9.t'サンにBZする群究

の精製の困難等から覇みられない窺状にあるが,淋
ミい,メSンの製造可捷となれば,政の願 の製造も 十､

考えられるので,三相故ニトt･イyブチルQig七g･/

を合成し,其の襲遵法及托性質を披討する馬以下の空 r

陰を行った｡.

正 三 もロメタ ン

(1) 合 成
空) 8)

エトロメタ./の合成法 としては MeyeTWalden

- bergerEoltE の方財 あるが野 L6- 鴫 好

J)

でない｡蘇帽碑化法に鮒しては Hassの辞細な研究

蛮

･ モJクt,ル 五g市 政
丑故番牡 酷 酸 y - g'

(ど)

1 100

2 100

3 50

4 100
5 -I50

6 100
7 100

カ篭
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7)
ろ｡以下の合成には Eolbeの方法に蛙った｡

虫方法;拭科モノクt,ル酸 は化虐用鈍晶,壷硝

酸y一〆及苛性y一〆はエ粟用品を位相した｡モノク

I,ル顧敬 50% 水辞液に軸 力.)42% 水溶液を加え

て環達し,叔初に析出する沈澱を溶解せしめ之に亜硝

酸ソーダ SOe.'水静液を加えて冷却詮を附して加煎業

務した｡滞出する古い,メayは直ちに水性液と分栂

LCAC12を加えて乾映し,衣で酸化永鋲 と共に再蒸

河ナる｡水性液は反攻茶翻し.C.=トゴメGyを回収す

る｡

蟹絵島果;義 1の如くである｡

Ⅰ

ち(･17メタン耽敬

叔 製 品 頼 朝 品
(ど) (ど) (g)

73 日.8 9.8

90 ]2.0 zO.0

36 8.7 7.3

T3 23･4 19･9
169 36.0 29.0

70 25.7 22.6

65 29.5 25.(

8 100 65 28二8 24.7

紀 串

(形)

zS.4 菅泡の茶何故故

15.7 岡上 題帝政 y一〆迫樹

.22.3 同上 甜裁 34.5g添加東商

3Z.0 . 長盛叙冷却管財罵潜没蟹

30.4 同 上

35.0 同上 低 pH,Z2

39.0 同上 モJクt,ル酷敢姐御

38.6 同 上

(誰) 粗衣品とは再出拘中上g抽放物更として,分蔚したもの｡

耕裂品とはB)耽ニトt･Jタンも合有し,放水稗田したもの｡

(2) 性 究

括封した王ト= ダ3,は無色虚明涜動睦液温で弘簸
8ユ DJ

:事OllC (lot0-1050C)凝固塾 -29.00C(-30.SOC)
1O】

肇 義 Dll-t･･sSODf･9-l･1382(D5'J-Ⅰ･Z330)永

潤 :に野する溶曝産 9･10である｡弗の他の化塾地ILJL:I
温 兵力嬰的特瞳及織 に託ては省略するが火車方

一両えの利用として注目すべきものは'干トt'Jタ'/ソ

ーダ塁と塵化第2永虫とより雷兼の地 場塊 の辞相

としての利用がある｡

(3) 考 察 `

ニトt･メタy生成反超は次式の如くである｡匂lち

Ctr皇CICOONa+iTJalN'02-CH2h'02COONa+NaCI

CHが02COONa+A皇O-CA3X'0三十NaHCO3

鼓に同塵する窓官は,モノク℡ル顧鼓の他の分子と作

品して衣の如き嗣反転を起す鈷免 三トt･メGyの収

率は長好でないc

CH空CICOOhTa+hTaHCOD～

･.HOCFoCOOL'a+NaCl+COB

c5て生成する韮官を反麿案外に除去すれば,収率も

上げ得るとの見解で碩故を加えて,黒潮ナろ方法も好

結果を得られなかった｡

反駁開始前の反原液を可成迫アルカy度に保ち,少

しく収率の向上を見た｡

最も影響の着るしいのは,蒸滴操作で特殊の長大重

森冷却管 (斑 】ctn,長さ J20cm)を義満 フラス コの

上野に附し,芸翻し軒絵森を得たが,蒸満操作を改良

すれば空に収率の向上を望み得ろものと思考される｡

Ⅱ こT･ロイt}ブチルグ1)ゼ])ン

rl) 合 成

甥虫方法:供相 帯 ニト℡メタ･/は沸盛 】010C,戟

ルムアルデヒドは市販 ホル†1JI/永 (絶壁･38,0.I)

瓦鞄技ソーダ及弱酸 y-Fは化趣用銘品を使用した｡

こい,メタン及ホルーTJyを避涜冷却器を附した≡

鞘っルベンに容れ現辞しつ少温度が反感熱で40ccを

適えぬ手取こ連窓して,アルカPを少丑宛添加し前夫温

度を上昇せしめて85-900Cに2時間保つ｡後内容物

を活性虫で耽色種過し結晶析出し始める迄蜘 し

故袷すれば,鈷晶は完全に析出する｡膝件に依り汝敵

役シタップ生成著しく結晶の分舟困難となることがあ

る｡慣放寄洗 1及2はアルカ.)の全丑を濃初より添加

しておいた｡
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宅 地 果 : 寂 2 の 如 くである｡

衣

暮 墓 ;,g;,; 写 S '孟 …達 吉 蔓 抱 合 掬(cc) のモ ル此

1 200 800 3.2

2 150 555 3.0

3 150 734 4.0

4 1eO 725 3.5

5 100 425 ･ 3.5

6 1CO 244 2.0

NanCOB
2.0g

NAHCO3
!.5g

同 上

EOH
l･Og

Nab.COS
3.0ど

Eo且
2.0g

(2) 拷 製

与トt}イソプチJt･ダリ七.)ンは水,ア七ト./,アル

コール等に易辞,ニーテJL,に難辞な性質を利用し,ア

ルコールより再結晶しエーテJL･で改源する方箆を繰返

した｡持製品の艇 は ISSqCで再結晶を繰返しても

触 1600C以上のものは得られなかった｡因みに融
I)

箆は研究者に依 り為 りStet血 eherは 】64-1650C
laJ I.I)

Atlbry は 158-1590CfloZfvrimmerは )498Cを妃

戟している｡

虫に得た籍晶は耗白色針状晶で安来畳 9126%(畳替

丑 9.27%)である｡

(8) 考 察

こトt･メタ･/及ホルム7 ･̂デヒFの事アJL,カ')性に

放ける縮合反感はアセトアルデヒド及ホル▲アルデヒ

F･の稿合に俵ろべyGエ IJス')トー●ルの生成損静こ類

似し,衣の如く艮特約に折 するものと考へられる｡

申ち

o!N-C(≡土壁 ･02N-C(SHHeOH 恥
3膿:

上里聖 岬 -C(E:乱 打

上 些艶 02N-Cく…≡釜≡ rE,

iトt･イソブチル〆.).rt.Jy(I)を生成する迄に毛

J及ヂメチT'-加古ト.,メタン(I,冗)を生成し反

転液中のTルカy度に依り観 な僻 を皇する｡

磯 臭よりみれば反髄液は pH6･Sに重り急濠に

民国を開始し丈にTルカ1)を加えつつ,常に梗アルカ

サ也で,反塵を遊行せしむれば反感蕗丁後pH6･0と

なる｡ 多丑のTルカy又は EOHの如き弘アルカ1)

I) 沸鞍 89-朝 OC/47mZldPz=1.30nD19-l･4438･

'') 帝む 157-158qC/Trnm 弧 58-590C･

2

■ヽ

反 感 状 況

斎色著しい

濠的鼓シタップ生
成少

舞曲分限国連

民度中 pH7.0に
俸つ
岡上 シテツナ生
成少飴瓜分酵容易
5'タップ苛長点特
色に丑合す

見 取 ニトt}インナチJL,〆リセダン

取 払
(oC)

120-]34

I10.-130

121-135

125-)31

112一一】35

救 急 収 率
(g) (形)

319 64.2

209 55.0

150 40.5

167 67.5

172 とβ.5

剤を使用すれば反腰帯中のアルデノ･イFの縮合的認合

起り浪転中にシクツ7●釈物の生成多くなり轟晶の分宙

を田称ならしめると共に収率を低下すろ｡何て罷合剤

は洪酸 y-〆戒J.i寛骨の如きものを使用し,反感液中

の pH を常に 7･-8に調壷すれば好義果が得られろ｡

収率は Stettもacher約 65,% で Aubry の 95,･.I

は生成晶の馳弘不明で摂関の飴噂がある｡斯くの如く

反塵は-･ンタェy スット二んの合成に熟 し収率及生

成晶の姐 の不明確な助も同様なのは興味がある｡

Ⅳ三碑恵=トロイソプチAグyセTJン

(1) 合 成

噴故方法:供料 帝王トマイyブチル4'')七T''･/は

鞄姑 t550C退園はエ乗用蟹唾硝故 (此茄 l･51)do部

に射し濃政敵 (比重 1.84)60部のものを佐用L酸成

分の分析は行はなかった｡硝化は右腹 のみ叉は温泉何

れでも可能であるが生成した硝酸エステルを分蘇する

には雌 を追加するか水にて帝国するを嬰する｡右肘ヒ

方法は〆y七.)ンの硝化方法に準 t:て反怒温度は

200C以下に'保ちミトE･イソブチル9'.7七.)ンの潜血

を少丑宛退戯中に添加し,2時間故匿後硝化物及丑酸

の十分に分倍するを侠って分倍した｡

聴験籍果:義3の如くでもろ｡

'& 3

ニトロイ

鯛 ソブチル 虫酸 慧 窒救急 比 延番妹 ダリ七 l)

ン (ど) (g) 昏包 (ど) (200!40)
1 280 1,304 2.0 431 1,679

2 100 975 3.0 210
3 )00 652 2.0 分店中位丑的分解す

(2) 分 離 措 32

硝化凌約 2時間放資し慶薩を分母し硝化物を永中に

返血して持製する｡樹 と物は2回永託後4倍丑のエー



幹恭;三帝政;トロイylチル〆 .)セyンに拭する研究

テルに溶解せしめて依Tルカy托批及水洗漁を鮎 し

洗潜水が中也を示すに重 り,骨地 底でエーテルを国

遷し水と分倍し官に空相で放水乾奴する｡ エーテルの

痕跡を除去する馬硫酸乾奴捜中で,波並下に放任すれ

ば 15日間で恒丘を示す｡此のエステルは不坤褒性で

あるから水及エーテルを除去した胡晶は耗晶と見倣し

得る｡ 之は野 色透明粘雨蛙組 で比正 d･lJ= 1,655
(StettbACherd■巴E;I,626)疫栗丘 29.49% (理論丑

29.47〆)般 -3SOC粘 度 昌トp〆 リセyyの約 9

倍であった｡

(3) 考 察

ニト17イyブチルg'TJ七gンの硝化反感は哉黙な

く,硝酸空冷括丑を Z.5-2.5とすれば鈷晶粒子の大

小琴に陣停することなく包めて容易に反厩行はれる｡

但し不紛 含有拭科 僻 にi,クツ7●を含む庶磁軸 )

衷

港丑各項 Vo (Vkg)

倍 焚 熟 QIJ(ke8Vkg)

危 黄 熟 Q, (kcllJkg)

燈 黄 熟 Qp (kcat/七g)

絶賛包皮 (8C)

位毛虫庇 (oC)

25

の硝化は燥蟹的分解の虞れある故,仕込に用ひろこト

t7イyブチル〆リセT)ンは可及的純正布いことが必嬰

である｡少丑紬 の鈷典は船 1500C以上のものは

安全と誕められる｡‡馴ヒ分轄艦後の牌 晶はこい,〆

.)セpyと同様 70-15% の故を含み,此盃は 1.64

(200/40)であった｡ 棚 後乳濁化し細 砕とな

るのは管用低位を著 しく淑ずるもので,東に構製法を

研究する必群がある｡

V 三柵散ニトF)イソブチルグリセリンの

火蕪的樽陸

(1) 火 葬 特 故 敷

火挺特散故を三ト1,g'7)七T)ン及ニトt'グリコール

と此故すれば衷 4の如 くである｡

4

王府放三ト｡イy 己トt7〆 三ト17g'
プチリグTJ.t=リン.9セリン 1)ゴ ル

705 716 738

1,655 1,541 1-ass

)1674 1,559 l,675

1,766 1,657 1-79.i

4Id27 4.370 4,420

4,870 4J680 4J770

(2) 安 定 度

7-ベル耐熱始 の鈷東は衷 5の如 くである｡

褒 5

拭常春袋 1 2 3 平均 妃 事

智弘時間 (分) 2.2 2.3 2.4 2.3 包皮 82.50C

幹科構想不十分のぢ放熱吏定皮不良 と考えられる｡

(3) 妻 火 盛

瞬間丑火虫を潤正しニトt･g'サ七汐./と比較した告

発は衷 iの如 くである｡

袈 6

粟 粒 ラ讐 言,r:鍔 言三㍍

亜火逸民 (Co) 255 3W

(4) 感 度

5kg落免感度拭虫をミト17ダリ.t=91/と此放した

籍巣は衷 7の如 くである｡

叔 7

轟 塩 狩現

三荷酸与トtIイソ
ブチルg'リセ9ン

拓銀不規卦 俸給不趨必
(C叫 (kg)

47 >60
]8 >60
13 >60●

こトtrダリItyl/

妃 串

軽度 (水は水.%泉として)

恒容 (水は水芸穀にして)

世塵 (水は荘愚として)
1ホ)

Kast法に依 る
Il;1

Nerz)st･Wohl法に依る

加

2

6

イ

ロ

ハ

′l
一一＼

-

0

0

0

′亡
■)
′0

>

>

>

氏 (イ) 銀箔位 11.3mln薪1溝没収｡
(I,) 岡上 串SO タル ク SO良合伸葬を O.lg

崇敬｡

(,･) 同上 淫転に蕪 1帝 泣顕せ しめたもの
を茨填｡

(5) 資 産

カスト瑳庶計を使用し.塗壁紬 の鹿条は表Bの如

くである｡

茨 8

刺
創

E

朝箱
脳
底

叫

器

認

諾

ll

チ
七

敢

ブ
リ

荷
b
ツ
ゲ
ン

]]]ト
イ
ル
少

aトt7ダ
リIt=I)ン

hH
川
HHu
n

U

L=

U

2552

知
和

80
9

.21
2

17

1

Z2.08 1883
13.)8 1818

同年 均 比

(kdcmS)

75る 134

㌔3552 I∝I

態 供拭容器内厚 Imm, プy幸弘 苑を 40g,
起椿8牡チ ト1)-JL･℡管｡
判定銅杜魚漁荘 zoxJSmm.
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Ⅵ 藷 臨

(J) モ/クt･ル軌故及正確酸y一〆よりこい･メ

8ンを合成し (収申 34,%)2.3の性質を田べた｡

(2) もトt7メタ./及ホル▲TルデヒF-1 り王トマ

イyブチルグy.t=9ンを合成し (収率 69%),再鈷曲

のみに依る構想では融蛮 Z6DOC以上の耗晶を寄掛 ･

ことを罷めた｡

(3) 主トt,イyブチルTTJ.t=す･/を読碑混酸で摘

化し,≡右舷受こいIイソプチJL･〆ワセタンを得たが,

邦の転海法に庇ては好東の軒死に侯つ｡

(i) 三石鎚受ニトt･イylテル〆タセタンの火更的

特性を拭放 した鈷果,ミトt･ryセタンに比較して威

力太 虚軸 由 化蛙大で但穿な桝 と包めら

れた｡掠軒ニトt･メタンの怨遭容易となれI珊 来勘 =

ある｡

木質投に鞄肋雷を賜った千森≡千盈持土並に火車的

脚 を鮒 された諸氏に感謝の定を義する｡
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混酸組成とニト｡グIJセ))ン収量との閲噂に就て

(昭 和 23年 10月 5日 受 理)

甫 坊 平 造
(E7本化覇株式せ鼓)

i) 結 構

I.化 申 方 程 式

ダウ七7)γに和歌を作用するとニトt7ダyセタンを

作 り,他面に水を虫ずるその化辱反愚は次式で示され

てゐろ｡

名 柄

分 子 式
分 子･丑

比 率

〆T).t サン 硝 酸 ニトt,〆It:'Jy 水

C3H3(OH)3 +3且h'03 -C3H花(h'03)3 +3㍍20
92 3x63 227 3)り8
JC0 205.4 ･ 246.7 58.7

2･取水 銅 の必婆

ニト｡ク■TJ-t=TJI/の我幾には,反感の遊行と共に水

を生じ,その矧 こ石版 が帝蒋されて,従ってこの化寧

反腰の迦加 攻 矧 こ鈍くなl),蓬に平衡状態に達する

故にこの反膿を琴全に弘行せしむるには,この生成し

た水を耶去るため,放水期を加へる必蜘 ;あり,従っ

て拙韓が脱水剤としてI佼和せらる にゝ至ったのであ

る｡脱水剤としての硫酸は成るべく少丑で,この目的

な適せしむるため,浪硫酸 (96,..'Hさ01)より讃壊硫

読 (進駐SO3223･'-50%)へと進んだ｡又噂 も98,.0'

のものを用 う胡熟こなった｡

3.王トt,4'IJ七IJyのエ覇的牧丘

ニト17ク●T)七1Jyのエ軸 怨に際しての牧宜は,

上の反際方現式より計許 した 〆T)七.)I/に封 して,

249.7,.0'取 り得るかといふ辞に就ては攻の萌を考慮せ

ねはならぬ｡

(イ) 使用された〆T).I:T)./の全部が化笹方程式適 t)

ミトロ〆T)七TJ･/となるか




